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Ｈ
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岬
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Ｈ
．
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．
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．
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－
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＝
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仙
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－
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－
－
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．
．
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－
－
．
・
ｌ
Ｈ
ｍ
肌
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間
‖
Ⅳ

脚
臨
刷＝ｌ…Ⅲ

ｎ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

ｍ
ｍ

Ｈ
Ｈ
ｎ
Ｈ

血
ｍ
刷

ｌ
甑

肌刷
聞

評6月25。
ｈ
仙
伽
削

冊
－．

．
1
刷
ｍ ・第383号・

毎　月10日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

猪熊球場の所在地

曲

猪熊球場が完成ク
ー般開放は7　月1日

6月5日、待望の猪熊球場が完成、記念ソフトボール大会が

開かれました。

この球場は、工場配置でくる工業再配置促進費補助金に町費

を加えてつくられたもので、総工費1億3，000万円、広さが約

9，100平方㍍、球場の横には駐車傷、公園も備えられています。

この日大会に参加したのは、地元代表を合せて六チームが参

加、下二チームが優勝しました。

球場の一般開放は7月1日からです。くわしいことは教育委

員会におたずねください。

臣料金・町内：700円

・町外：2，000円
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墓
前
晃

簡
選
挙

投

票

日

は

7

月

川

日

6
月
1
1
日
以
降
町
内
転
居
を
き
れ

た
人
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

選
挙
の
こ
と
で
お
た
ず
ね
に
な
り

た
い
と
き
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

事

務

局

（

曾

6

0

1

・

4

3

2

1

）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

午
前
7
時
か
ら

第
十
一
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が

七
月
十
日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
一
票
の
自
覚
が
よ
り
良
い

未
来
を
開
き
ま
す
。
有
権
者
の
皆
さ
ん

は
、
ぜ
っ
た
い
に
棄
権
を
せ
ず
に
一
票

を
大
切
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に

不
在
の
と
き
は

不
在
者
投
票
を

七
月
十
日
の
投
票
日
の
当
日
に
、

む
を
得
な
い
用
務
、
た
と
え
ば
、

選

期
日
に
わ
た
る
観
光
・
参
拝
な
ど
、

（挙や

旅
行
は
、
あ
ら
か
じ
め
日
程
が
定
め
ら

れ
、
す
で
に
乗
車
券
が
入
手
さ
れ
、
旅

館
の
予
約
が
な
さ
れ
て
い
る
な
ど
）
そ

午
後
6
時
ま
で

の
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
が
耐
難
な
事

情
に
あ
る
場
合
、
ま
た
は
、
事
故
で
投

票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
な
ど

は
、
次
の
場
所
で
不
在
者
投
票
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
不
在
者
投
票
所

役
場
東
別
館
第
二
公
議
室
　
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局

▽
投
票
の
期
間

6
月
1
7
日
～
7
月
9
日
、
毎
日
午

前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
。

梅
雨
期
で
す

安
全
運
転
を

投票所と地区

第 箪 ′叶 林‾ 投空 型 弟
Ｌ

∈吊 妄吊

七
投

′ヽ
投 五

投
匹ｌ
投

麺 高 投 票
薗 宵 主要 壁 璧 ．痩 垂
ニ可て区 ボ区 プラ、区 ボ区 ポ区 月ヽ区 不区 区

猪 ｒ首】 町 水 士口
士
仁コ 伊

投能 松 立 巻 田 田 左

小 地
区

第 町 妄吊 団 座
小

学 管
王

－ 町 一 地 学 栗
校 里

事
保 民 公 公 校

所謹 務 コ短日 ．う、ぷ
民 民 講

堂 所 胤 館 館 館 堂

樋 梅 古 噴 土日 士仁コ 下立

関

係

地

区

＝ ノ 賀 華 田 田 二屋
木 ノ ノ 町敷

望 咤 新 輿
－

隼 ’

1貝負

猪

生
美

伊
晶 輿

古

＝ヒロ松 社 吉 田 江座
能 咤 区 野 ノ 興 ’
町 翠 団 産孜

隼 ｒ笥
松
田 ‾

些 輿
士

社ず
宅は

林二

梅 鯉 口田
ツ 地 ノ ［］ 団
頭
区

木
団
地

区 地 住 ’
宅二

町
年

下

梅
雨
期
は
降
雨
の
た
め
視
界
不
良
、

冠
水
、
路
一
眉
軟
醇
な
ど
の
悪
条
件
が
重

な
っ
て
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
あ
る
い
は
、

路
外
逸
脱
な
ど
重
大
事
故
の
多
発
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

運
転
者
、
歩
行
者
は
気
象
状
況
に
適

応
し
た
「
安
全
運
転
の
励
行
」
　
「
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
」
に
よ
り
、
梅
雨
期
に

お
け
る
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。ド

ラ
イ
バ
Ｉ

Ｏ
雨
の
夜
は
ラ
イ
ト
が
路
面
に
吸
収
さ

れ
物
が
見
え
に
く
い
の
で
速
度
を
落

と
し
て
安
全
運
転
に
努
め
る
。

○
雨
の
日
は
地
盤
が
ゆ
る
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
る
の
で
路
肩
に
寄
り
す
ぎ
な

い
よ
う
に
す
る
。

〇
両
の
目
は
特
に
歩
行
者
や
自
転
車
の

動
静
に
十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
ど
ろ
水
を
か
け

な
い
よ
う
に
す
る
。

歩
行
者

〇
両
の
日
は
視
界
が
悪
く
な
る
の
で
雨

具
な
ど
は
運
転
者
に
よ
く
見
え
る
よ

う
に
明
る
い
色
の
も
の
を
用
い
る
。

〇
両
の
日
は
「
か
さ
」
や
「
か
っ
ぱ
」

を
使
用
す
る
た
め
、
前
が
見
え
に
く

く
な
る
の
で
周
囲
の
交
通
状
況
に
十

分
注
意
し
て
行
動
す
る
。

家
庭

○
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
歩
く
と
き

は
、
必
ず
子
ど
も
を
道
路
の
安
全
な

側
に
置
く
よ
う
に
す
る
。

○
革
を
運
転
す
る
人
に
は
絶
対
に
酒
を

飲
ま
せ
な
い
。

車
で
き
た
人
に
酒
を
飲
ま
せ
た
と
き

は
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
送
り
帰
す
。

売
権入

▼
加

」
詰

電

町
で
は
電
話
加
入
権
の
公
売
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

▽
日
時
　
7
月
7
日
　
午
前
1
0
時

▽
場
所
水
巻
町
役
場
熟
射
館
第
三
会
議
室

▽
公
売
財
産
・
数
量

電
話
加
入
権
2
台

ｙ
．
＼
、

▽
公
売
の
方
法
　
入
札

く
わ
し
い
こ
と
は
住
民
課
収
納
係
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
ゾ
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風
ｒ
＼
一

派
㌦
嘩
錘
錘

新
し
い
町
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
で
　
ー

三
十
七
年
前
の
昭
和
十
五
年
に
町
制

施
行
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ
た
水
巻
音

頭
（
作
詞
、
小
役
丸
久
男
、
作
曲
、
山

本
和
友
）
も
現
在
で
は
一
部
で
盆
癖
り

に
使
わ
れ
て
い
る
粗
度
。
－
詞
の
内
容

も
炭
礪
全
盛
め
こ
ろ
の
も
の
で
、
現
在

の
町
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
一
変
し
て
い
ま

す
。そ

こ
で
、
こ
の
水
巻
音
頭
を
従
来
の

曲
に
あ
わ
せ
た
新
し
い
町
づ
く
り
に
そ

う
「
歌
詞
を
募
集
し
ま
す
。
Ｊ
　
（
曲
は

従
来
ど
お
り
）

◇
目
的
　
炭
礪
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
な
く

し
、
新
し
い
町
づ
く
り
と
し
て
水
巻

・
町
の
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
を
は
か

り
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
的
と

す
る
。

募
集
要
領
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
募
集
期
間
　
7
月
1
日
～
8
月
3
1
日

◇
提
出
場
所
　
町
教
育
委
員
会
〔
普
6

9
1
・
0
4
0
3
）

◇
募
集
歌
詞

特
選
作
一
扁
（
採
用
さ
れ
る
詞
）

入
選
作
　
二
扁

◇
選
考
　
町
で
選
考
委
員
会
を
設
け
ヾ

選
考
し
ま
す
。

◇
発
表
　
広
報
1
1
月
1
0
日
号
で
掲
載

し
、
発
表
し
ま
す
。

◇
表
彰
　
文
化
の
日
に
賞
金
を
そ
え
て

表
彰
し
ま
す
。
（
特
選
、
入
選
作
に

そ
れ
ぞ
れ
賞
金
が
出
ま
す
が
額
は
未

定
で
す
。
）

◇
応
募
上
の
注
意

①
、
応
募
作
品
に
は
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
職
業
（
児
童
・
生
徒

の
場
合
は
所
属
学
校
名
、
学
年
）
を

明
記
す
る
こ
と
。

㊥
、
応
募
点
数
及
び
資
格
に
つ
い
て

は
制
限
し
な
い
。

㊥
、
応
募
用
紙
の
用
式
に
つ
い
て
は

Ｂ
4
の
西
洋
紙
を
使
用
の
こ
と
。

④
、
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却

し
な
い
。

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
町
教
育
委
員

会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
．
＼
ｌ

一

住
宅
公
団
梅
ノ
木
団
地

（
賃
貸
住
宅
）

入
居
者
を
募
集

水　巻　音　頭

（蓄かれている歌詞は、昭和15年二作られたときのものです。）

はり　たす－　と　ん　と　は　り　だ　す　－　く　ろ　オ　ダ　イ　ー　ヤ

水
　
巻
　
音
　
頭

作
詞
　
小
役
丸
　
久
　
男

作
曲
　
山
　
本
　
都
　
友

一
、
回
の
宝
よ
　
地
下
千
尺
に

男
度
胸
の
鼻
唄
ま
じ
り

ド
ン
と
滑
り
出
す
　
！
＼
・

黒
ダ
イ
ヤ二

、
遠
賀
川
風
南
の
風
に

便
り
来
た
か
　
恥
か
し
嬉
し

可
愛
い
乙
女
の
　
／
＼

袖
に
吹
く

三
、
校
の
緑
よ
　
水
巻
町
は

日
毎
栄
え
る
景
気
は
の
ぴ
る

ア

レ

サ

高

松

　

〈

煙
の
空
よ

ノ
　
　
四
、
春
は
菜
の
花
　
ひ
ば
り
は
唄
う

秋
は
豊
年
　
稲
穂
に
踊
る

ま
つ
り
嬉
し
や
　
／
＼

硬
が
更
け
る

五
、
人
頭
云
い
ま
す
　
自
慢
が
で
き
る
　
　
　
1

遠
賀
水
巻
住
み
よ
い
所

ホ
ン
こ
水
巻
　
ノ
（
1

良
い
所

◇
団
地
名
　
梅
ノ
木

団
地

◇
入
居
予
定
　
昭
和

5
2
年
8
月

◇
募
集
期
間
　
5
2
年

6
月
3
0
日
～
7
月

9
日
（
た
だ
し
、

こ
の
期
間
の
消
印

の
あ
る
も
の
で
、

7
月
1
2
日
ま
で
に

福
岡
中
央
郵
便
局

に
到
着
し
た
も
の

を
有
効
と
し
ま

す
）

◇
抽
選
　
7
月
1
5
日

◇
申
込
方
法
　
公
団

所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入

し
、
郵
送
に
よ
り

申
込
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。

◇
申
込
書
及
び
案
内

・
書
の
配
布
期
間
（

無
料
）
6
月
2
7
日

～

7

月

9

日

◇
配
布
場
所

役
場
住
民
係
、
八

、
幡
・
小
倉
井
筒
屋

▼
　
若
松
丸
相
他

＼
ｐ
問
合
せ
　
日
本
住

宅
公
団
九
州
支
社

管
理
部
管
理
課
（

ｌ

∴

食

0

9

2

㍉

7

7

1

・

4

1

1

1

）

団

地

草

型

式

募

集

家　　　　　　　　　 賃 （ 概　　 算 ）

入居日 盟年4月 弱年4月 55年4月 弱年4月 57年4月 鯛年4月 59年4月 蘭年4月 61年4月 62年4月

血降

戸

数
～ ！ ｉ ！ Ｉ ～ 1 1 ！ ｉ

埠年3月 洪年3月 55年3月 駈年3月 57年3月 繋年3月 59年3月 60年3月 61年3月 62年3月

梅

ノ

木

2 ＤＫ 40

21，5㈱ お，0㈹ 加，6（氾 26，3㈱ 28，2（粕 30，2㈲ 2 ，3（拇 封 ，500 36，800 39，2㈱ 41，700

丁・Ｉ 1 ？ 1 1 1 Ｉ ｌ Ｉ Ｉ ！

22，8（氾 餌，3（氾 25，9仰 27，6（氾 29，500 31，500 3 ，6（氾 35，800 邪 ，1∝）40，5（氾 43，000

3　 Ｋ 110

25，2（船 27，3㈱ 29，6（氾 32，1（粕 別，700 37，5（泊 40，4伽 43，500 46，7（氾 測 ，㈱ 53，4（氾

！ Ｉ ？ 1 Ｉ ～ Ｉ Ｉ 1 1 1

26，6㈲ 28，7㈱ 31，000 3 ，5㈱ 36，100 38，9伽 41，8㈲ 崩 ，9㈲ 48，100 51，4（氾 封，8（氾

3 ＤＫ 30

27，9時 卸 ，3∝ｌ 32，900 35，7㈲ お，600 41，7（泊 45，0∝）個 ，500 52，200 鎚，1（氾 仰，200

Ｉ 1 ｌ ～ ～ 1 Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ ｉ

29，5（氾 31，900 封，500 訂，3（Ｄ 40，200 43，300 46，600 50，1（拇 53，8㈱ 57，7帥 61，800
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高齢者のための

体力つく　り

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
講
習
会

高
齢
者
の
た
め
の

体
力
つ
く
り
の
運
動

と
し
て
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
の
講
習
会
を
開

き
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
に
お
い
て
、
ク

リ
ケ
ッ
ト
、
ク
ロ
ッ

ケ
ー
と
呼
ば
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
ク
リ

ケ
ッ
ト
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
の
用
具
を
研

究
し
、
日
本
の
気
候
、
風
土
に
あ
っ

た
も
の
に
改
良
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー
ル
を
普
及
さ
せ
、
将
来
は
大
会
も

催
す
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

老
　
人
　
健
　
康
、
教
．
蚤

競
技
の
特
徴
は
安
全
性
、
耐
久
性

心
身
の
バ
ラ
ン
ス
の
た
め
の
心
理
的

効
用
、
反
射
機
能
の
こ
う
し
ん
に
よ

る
老
化
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
講
習
会
で
ゲ
ー
ト
ポ

在
宅
重
度
身
体
障
害
者

の
た
め
の
訪
問
診
査

県
で
は
、
歩
行
が
困
難
な
か
た
の
た

め
に
毎
年
身
体
障
害
者
巡
回
相
談
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
巡
回
相
談
に

参
加
す
る
こ
と
が
困
難
な
在
宅
重
度
身

体
障
害
者
で
、
身
体
的
、
地
理
的
条
件

な
ど
に
よ
り
受
診
の
機
会
が
少
な
い
か

た
に
医
師
を
派
遣
し
て
、
訪
問
診
査
及

び
更
生
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

訪
問
診
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た

及
び
そ
の
保
護
者
は
、
遠
賀
福
祉
事
務

所
身
障
係
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
用
紙
は
役
場
厚
生
課
民
生
係
に

あ
り
ま
す
。

県
消
防
防
災
課

7

月

1

3

日

～

1

5

日

北
九
州
市
消
防
局

7

月

1

1

円

∵

1

1

2

日

受
験
及
び
受
験
願
書
に
つ
い
て
の
詳

し
い
こ
と
は
、
遠
賀
部
消
防
本
部
予
防

課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
（
舎

0
9
3
2
9
・
3
・
1
2
3
1
）

092・431・7733）、

福
岡
国
税
扇
（
合
0
9
2
・
4
1
1

・
0
0
3
1
）
、
最
寄
り
の
税
務
署

◇
と
き
　
鹿
児
島
本
線
以
北
地
区

6
月
2
7
日
　
1
0
時
　
鹿
児
島
本
線

以
南
地
区
　
6
月
2
8
日
　
1
0
時

◇
と
こ
ろ
　
水
巻
弓
道
場
中
庭
（
町

民
会
館
蓑
）

ｌ

≡

ｌ

≡

ｌ

≡

ｌ

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

ｌ

≡

ｌ

≡

こ

こ

こ

≡

≡

ｌ

≡

≡

≡

三

ｌ

≡

こ

≡

こ

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
福

岡
市
博
多
区
下
川
端
2
－
5
）

福
岡
県
職
員
募
集

人

口

呼

吸

法

を

指
　
導
　
し
　
ま
　
す

◇
指
導
　
教
育
庁
遠
賀
出
張
所
田
中
　
刷

博
士
先
生
ほ
か

◇
服
装
　
ズ
ッ
ク
ば
き
で
あ
れ
ば
縮
　
刷

樺
で
す

◇
参
加
対
象
　
男
女
6
0
歳
以
上
の
か
　
刷

た
を
対
象
と
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
　
刷

か
た
は
1
ク
ラ
ブ
4
名
～
5
名
、
酬

そ
の
他
地
区
か
ら
の
希
望
者
は
個
　
仙

人
で
参
加
さ
れ
て
結
構
で
す
。

こ
の
講
習
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
　
刷

合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
（
　
脚

6

9

1

　

0

4

0

3

）

　

へ

こ

こ

－

こ

≡

≡

こ

ｌ

ｌ

こ

≡

≡

≡

こ

三

三

≡

ｌ

≡

ｌ

三

ｌ

≡

≡

ｌ

≡

Ｈ

ｌ

≡

±

≡

≡

；

≡

メ

各
地
区
で
人
工
呼
吸
の
指
導
を
希
望

さ
れ
る
団
体
が
あ
れ
ば
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◇
連
絡
先
、
遠
賀
郡
消
防
本
部
企
画
・

教
養
課
、
警
防
課
（
魯
0
9
3
2
9

・
3
・
1
2
3
1
）

前
務
　
大
　
学

生

　

募

一
消
防
設
備
士
試
験

昭
和
5
2
年
度
消
防
設
備
士
試
験
が
次

の
通
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
試
験
期
日
　
8
月
2
1
日

◇
試
験
場
　
福
岡
市
、
北
九
州
市

◇
受
付
場
所
及
び
期
間

税
務
大
学
校
普
通
科
研
修
生
は
、
国

家
公
務
員
採
用
初
級
試
験
（
税
務
）
の

合
格
者
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
、
給
与
を

受
け
な
が
ら
一
年
間
の
研
修
を
受
け
、

卒
業
と
同
時
に
「
大
蔵
事
務
官
」
に
任

官
し
、
税
務
署
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

◇
受
験
資
格
　
昭
和
3
2
年
4
月
2
日
か

ら
3
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
男

子
◇
願
書
受
付
　
7
月
1
3
日
～
2
2
日

（
提
出
先
・
人
事
院
九
州
事
務
局
）

◇
第
一
次
試
験
　
1
0
月
2
日
・

◇
問
合
せ
　
人
事
院
九
州
事
務
局
（
雪

了
ノ
訴

◇
受
付
期
間
　
6
月
1
6
日
～
6
月
3
0
日

◇
試
験
の
種
類
と
区
分

第
5
4
回
試
験
（
昭
和
5
3
年
4
月
以

降
採
用
予
定
）

上
級
、
行
政
、
社
会
福
祉
、
学
校

事
務
Ａ
、
土
木
Ａ
、
建
築
Ａ
、
農

業
、
農
業
土
木
、
林
業
、
水
産
、

中
級
　
農
業

第
5
5
回
試
験
（
昭
和
5
2
年
9
月
以

降
採
用
予
定
〕

上
級
　
学
校
事
務
Ｂ
、
土
木
Ｂ
、

建
築
Ｂ
、
化
学
、
電
気
、
機
械
、

初
級
一
般
事
務
Ｂ
、
土
木
、
建

築
、
機
械

◇
試
験
日

第
1
次
試
験
　
7
月
2
4
日

第
2
次
試
験

第
5
4
回
試
験
　
8
且
下
旬

・
こ
　
第
5
5
回
試
験
　
8
月
中
旬

◇
申
込
用
紙
の
請
求
と
申
込
先

遠
賀
郡
消
防
署
で
は
、
今
年
も
人
工

呼
吸
法
の
指
導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

海
や
川
な
ど
で
遊
ぶ
人
が
ふ
え
て
く

る
と
水
の
犠
牲
者
も
多
く
な
り
、
今

年
、
福
岡
県
下
で
も
五
月
末
ま
で
に
三

十
四
名
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
習
い
覚
え
た
人
工
呼
吸

法
が
役
立
っ
て
一
命
を
と
り
と
め
た
と

い
う
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

と
く
に
子
供
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
こ

と
が
多
い
主
婦
に
と
っ
て
は
、
機
敏
な

応
急
処
置
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

た
と
え
呼
吸
停
止
に
な
っ
て
も
二
分

以
内
に
人
工
呼
吸
を
す
れ
ば
九
〇
㌫
は

助
か
る
と
い
わ
れ
．
伴
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
．
と
か
ら
遠
賀
郡
消
防

署
で
は
、
各
地
区
で
希
望
す
る
団
体
が

あ
れ
ば
、
署
員
が
出
向
い
丁
実
工
呼
野

法
り
抱
導
を
行
雄
靖
。
チ

家

事

相

談

室

を

ご
利
用
く
だ
さ
い

福
岡
家
庭
裁
判
所
小
倉
支
部
で
は
、

家
事
相
談
室
を
設
け
で
、
夫
婦
、
親

子
、
扶
養
及
び
相
続
の
問
題
な
ど
家
庭

内
の
浅
め
ご
と
、
親
族
間
の
争
い
ご
と

な
ど
に
つ
い
て
毎
日
（
た
だ
し
日
曜
、

祝
日
、
土
曜
の
午
後
を
除
く
。
な
お
、

毎
週
火
、
金
曜
日
は
午
後
六
時
ま
で
）

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
希
望
に
応
じ
て
相
談
日
に
審

判
や
調
停
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
便
宜
を
図
っ
て
い
ま
す
。

相
談
の
内
容
や
申
立
て
さ
れ
た
渾
件

に
つ
い
て
は
、
秘
密
が
固
く
守
射
打
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
室
を
ご

利
用
ノ
＼
だ
さ
い
。
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浸
水
時
の
汲
坂
り

衛
生
係
に
申
込
み
を

」　・・　　　　一　．

浸
水
な
ど
で
便
槽
に
水
が
入
っ
た
と

き
は
、
町
衛
生
係
に
至
急
電
話
で
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
代
理
で
の

申
込
み
受
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

汲
取
り
料
は
、
従
量
制
（
1
8
㍑
百
円

）
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
水
害
の
と
き
は
夜
の
9
時
ま

で
申
し
込
み
を
受
付
け
ま
す
。

農
薬
の
取
扱
い

注
意
し
ま
し
ょ

う　に

6
月
は
、
農
薬
の
安
全
使
用
運
動
月

間
で
す
。

こ
の
期
間
を
中
心
に
農
薬
の
安
全
使

用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
農
薬
は
、
作

物
残
留
性
農
薬
、
土
壌
残
留
性
農
薬
、

水
質
汚
濁
性
農
薬
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
使
う
と
き
に
は
、
必
ず
農
業
改
良

普
及
員
、
市
町
村
技
術
職
員
、
農
協
営

農
指
導
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

農
薬
に
よ
る
中
毒
の
原
因
は
、
本
人

の
不
注
意
、
不
健
康
状
態
及
び
服
装
不

完
全
な
状
態
で
の
農
薬
散
布
な
ど
が
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
。

使
用
す
る
農
薬
の
性
質
を
よ
く
理
解

す
る
と
と
も
に
、
一
人
で
の
長
時
間
の

散
布
、
使
用
後
の
空
袋
、
空
ぴ
ん
の
放

置
な
ど
被
害
の
発
生
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
十
分
な
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
農
薬
は
、
農
作
物
ご
と
に
使

用
期
間
、
使
用
回
数
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
を

守
り
農
薬
残
留
基
準
を
越
え
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

農
薬
を
買
う
と
き
は
、
印
鑑
を
持
っ

て
販
売
店
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
取
扱
い
に
つ
い
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
は
、
農
協
、
役
場
、
農
業
改
良

普
及
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

北
九
　
州
　
自
　
動
車

運
転
免
許
試
験
場

新
築
工
事
の
た
め

駐
車
場
は
使
え
ま
せ
ん

北
九
州
自
動
車
運
転
免
許
試
験
場
が

現
在
地
に
新
し
く
建
て
か
わ
り
ま
す
。

ニ

工
事
亀
問
は
、
昭
和
五
十
二
年
七
月

十
日
か
ら
約
一
年
間
の
予
定
で
す
が
、

こ
の
間
試
験
場
内
駐
車
場
が
、
一
切
使

え
な
く
な
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
工
事
期
間
中
は

自
動
車
で
の
ご
釆
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。な

お
、
免
許
試
験
、
免
許
証
の
更
新

な
ど
で
、
ご
来
場
さ
れ
る
か
た
は
、
電

車
、
バ
ス
な
ど
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1

お

　

礼

1

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
ヶ
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
あ
っ
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

吉
田
二
御
輪
地

政
有
本
サ
カ
エ
殿
　
有
本
光
男
殿

机
故
行
正
通
明
殿
　
行
正
ア
キ
エ
殿

職
業
訓
練
指
導
員
試
験

簡
　
保
　
資
　
金
　
は

地
域
の
発
展
に
役
立
っ
て
い
ま
す

町
は
、
郵
便
局
か
ら
簡
易
生
命
保
険

積
立
金
の
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
簡
保
積
立
金
還
元
融
資
と
は
、

郵
便
局
の
簡
易
生
命
保
険
加
入
者
の
保

険
料
で
積
立
ら
れ
た
資
金
を
地
方
公
共

団
体
を
通
じ
て
地
域
の
発
展
と
住
民
の

生
活
環
境
の
向
上
に
役
立
つ
よ
う
環
元

融
資
さ
れ
る
も
の
で
す
。

明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め

諸
事
業
を
毎
年
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

事
業
費
の
一
部
に
こ
の
融
資
が
あ
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

昭
和
5
1
年
度
事
業
に
は
、
義
務
教
育

施
設
整
備
事
業
を
は
じ
め
別
表
に
掲
げ

る
各
事
業
に
総
額
二
億
八
千
二
百
七
十

万
円
の
融
資
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

（別表）昭和51年度簡保資金融資事業
融　　　 資　　　 事　　　 業　　　 名 融 資 金 額

義 務 教 育 施 設 整備 事 業 5 5 ，500 千 円

雲芸芸‡誓芸雲芸芸芸慧芸）事業等
改 良 住 宅 建 設 事 業 18 4 ，50 0 千 円

高 松 地 区 改 良 住 宅 建 設 事 業 等

道 路 整 備 事 業 （舗 装 ） 13 ，10 0 千 円

特 定 地 域 開 発 就 労 事 業 （古 賀 ・和 線 、 近 江 ・又 江線 ）

一一一般 単感 （基 地 対 策 ）事 業 （立 屋 敷 ・猪 熊線 ）

鉱 害 復 旧 事 業 29 ，6 00 千 円

江川 鉱 害 轡 日事 産 （赤 水 川 、 片 山 川 、羅 漢 川 ）

1
道 路 復 旧事 業 （吉 田 幸 堤 、 吉 田 幸 堤 2 号 線 ）

下 水道 施 設復 旧事 業 （下 二 町 住 下 水 道 ）

学 校施 設復 旧事 業 （水 巻 南 中学 校 運 動 場 ）

上 水 道 配 水管 復 旧 事 業 （吉 田 幸 堤 、 吉 田 幸 堤 2 号 線 ）

合　　　　　　　　　　　　　 計 28 2 ，7 00 て・円

◇
免
許
職
種
　
建
設
科
、
建
築
科
、
溶

接
科
、
左
官
科
、
自
動
車
整
備
科

◇
試
験
の
申
込
み
手
続

受
験
申
請
に
必
要
な
書
類

。
受
験
申
請
書
（
県
職
業
訓
練
課
で

交
付
し
ま
す
）

。
照
合
票
及
び
受
験
票
（
県
職
業
訓

練
謀
で
交
付
し
ま
す
）

。
履
歴
書
　
1
通

。
戸
籍
抄
本
　
1
通

。
写
真
　
1
枚

◇
書
類
の
提
出
先
及
び
提
出
期
間

。
福
岡
県
労
働
部
職
業
訓
練
課
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
1
丁
目
1
番
1
号

′

　

曾

0

9

2

・

7

4

1

・

5

9

4

0

）

。
提
出
期
間
は
各
試
験
職
種
別
の
最

終
受
付
期
日
ま
で
、
な
お
郵
送
に
よ

る
場
合
も
良
終
受
付
期
日
到
着
分
に

限
る

◇
受
験
申
請
の
方
法

。
受
験
の
申
請
は
受
験
手
数
料
（
福

岡
県
領
収
証
紙
）
を
添
え
て
持
参
す

る
の
が
原
則
で
す
が
、
郵
送
の
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
職
業
訓
練
指
導

月
試
験
受
験
申
請
書
在
中
」
と
朱
書

為
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
受
験
手
数
料

－

二

一

十

．

試
験
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、
福
岡

県
労
働
部
職
業
訓
練
課
　
曾
0
9
2
・

7
4
1
，
5
9
4
0
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■

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

粗
　
菓
　
水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室

■

！7月のし尿扱取予定日
■

宣1日　頃末、猪熊

2日　頃未、鯉口、唐熊県住、猪熊

華　4日　鯉口、唐熊県住、猪熊

妄　5Ｅ］御輪地、車返、富田垣添、緑風園、猪
■

：　熊、片山
毒6日　中央区、ヌメリ石、吉田本村、頃未（
■

15・18・25区〕松栄荘、猪熊

7日　中央区、吉田商店街、月夜待、吉田川

端通り、吉田宮尾、松栄荘、美吉野、

［

ロ

　

　

　

　

日

8

　

　

　

　

ｑ

〆

猪熊、頃未（15・18・25区）

伊左座、立屋敷、苫田県道筋、吉田大．

橋、美吉野、古賀、新生街

吉田本村、下二、上二、下二町住、上

二町住、御輪地、高松区、三ツ頭区、

古賀、飢

ｕ日　机社宅、車返、水巻中下、樋口、卯月
1

12日　営ノ下社宅、頃末（6・1Ｌ・14区）

13日　頃末（6・11・14区）

14日　吉田団地、頃末（6・11・14区）古賓

区

ｉ15日　苫田団地、樋口、古賀区

：16日　吉田団地、樋口、古賀区

：18目　下二、上二、苫田本村、伊左座、樋口

≡1鯉口区
6

91：19日　囁口区

：20日　猪熊町住
’！21日「みずほ、古賀県住

4　　　　■

！22日　みずほ、下二幼稚園通り
一■、′　！

！お日　下二幼稚園通り
，Ｅ

！25日　癖旨、砲口
■

・萱26日　梅ノ木区
■

萱27日　梅ノ木区
」

空28日　梅ノ木区
●

萱29日　猪熊、樋口
事’
■

ｌｍｔ川ｔｍ■ｌ■ｌＨｌｌ■ｌｌｌ■ｌ■ｌｌｌｔｔ■ｌｌｌ■ｌ■ｌｌｌｔｌ■ｌｌｌｔｌ■ｌｌｌ■ｌ■ｌｌｌ■ｌ■Ｈは引■ＨＨｈＨｔ

ロ

印

刷

冷
　
牢
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社

■
≡
■
一
■
≡
＿
一
■
三
■
一
■
一
一
一
一
－
＿
≡
■
一
＿
≡
■
－
1
≡
一
一
■

ｔ

結
核
と
成
人
病
検
診

レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
に
よ
る
結
核

及
び
血
圧
測
定
、
検
尿
一
般
に
よ
る
成

人
病
検
診
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

多
数
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
（
料
金
は
無
料
で
す
）

◇
日
時
と
場
所

7

月

5

日

　

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

猪
熊
公
民
館

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

古
賀
公
民
館

7

月

6

日

　

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

遠
賀
保
健
所

7

月

7

日

　

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

吉
田
の
二
公
民
館

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

吉
田
の
三
公
民
館

7

月

8

日

　

9

時

3

0

分

～

1

1

時

3

0

分

み
ず
ほ
公
民
館

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

上
二
公
民
館

ゴ
ミ
出
し
は

朝
七
時
半
ま
で
に

こ
れ
ま
で
ご
み
を
出
す
時
間
は
、
胡

八
時
半
ま
で
に
、
と
、
お
願
い
し
て
い

ま
し
た
が
、
夏
期
は
物
が
腐
敗
し
や
す

く
窓
臭
を
出
す
な
ど
、
衛
生
上
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
期
間

ご
み
は
朝
の
涼
し
い
時
間
（
午
前
七
時

半
ま
で
）
に
出
さ
れ
る
よ
う
お
原
い
し

ま
す
。

◇
期
間
　
7
月
2
0
日
～
8
月
3
1
日

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
は

事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い

粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
時
は
、
衛
生
係
へ

の
連
絡
が
な
い
と
、
ど
こ
に
置
い
て
あ

る
の
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
粗
大
ゴ
ミ
の
種
類

家
産
電
気
製
品
・
家
具
建
具
・
フ

ト

ン

・

ベ

ッ

ド

・

タ

タ

ミ

・

ト

タ

ン

二
斗
雄
二
升
ビ
ン
・
自
転
畢
・

廃
材

◇
申
込
方
法

収
集
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
役
場

保
健
衛
生
係
（
曾
6
0
1
・
4
3
2

1
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
結
構
で
す
。

◇
収
集
日
（
毎
月
1
回
）

第
1
土
曜
日
、
国
道
3
号
線
よ
り

南
部
（
中
央
区
、
頃
末
丸
の
内
は
北

部
に
入
り
ま
す
）

第
2
水
曜
日
、
猪
熊
（
入
椀
地
区

を
除
く
）
・
猪
熊
町
住

第
3
土
曜
日
、
国
道
3
号
線
よ
り

北
部7

月
の
心
配
ご
と
相
談

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
7
月
の

心
配
ご
と
相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。ど

の
よ
う
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
．
日
時
　
7
月
7
・
1
8
・
2
6
日
　
時
間

は
い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

◇
場
所
　
水
巻
町
町
民
会
館

－、ヘ　ヤ．へ＿′≠＿へ　へノ中、′へｈｌノーし一　一1べ、′一、、－1ｒ－．、ぐ、′－1へ　′で1－、ノ∴－　　′・、、－、一　一、－　－－1・∴‾Ｊ一・、ｒ1－－′∴ノ‾‾ぐ、‘やし′うＬノキー′‾やし′ヽ一べｈ′へ′キー′へ′や、ノー＼′もーノや、′、Ｌ′く1ノミ、ノＪ

日「曜　在　宅　医

6月26日　入江医院　外　　科　頃　未　魯601・3320

7月3日　楠本医院　内児科　大膳橋　骨093・24・0385

10］、坂口医院　婦人科　頃　宋　魯691・2943
て

聖や原医院内児科樋口普691°0553
診察時周は9時から17時、原則として往診はいたしません。

コ
≡
ご
≡
一
ご
こ
一
一
一
≡
ｌ
≡
≡
一
三
≡
コ
一
一
ｌ

…
町
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

自
主
納
税
に
こ
協
力
く
だ
さ
い

（
督
促
手
数
料
は
昭
和
5
2
年
度
分
か
ら
祁
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
）
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コ
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ニ
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．
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．
－
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．
．
ニ
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点字講習会
点訳奉仕員の会「ともしび会」では、点訳講習会を行なうと

同時に、広報の点訳発行など視力障害者のための福祉活動を行
なっています。
講習会の日程は次のとおりで、一般及び視力障害のかたの受

；講者を募集しています。
†◇講習日時

ｉｇ冨買三霊嘉恵彙壷∵誓）赤時重俊。ともしび会
代表〕


